
(1) 議案第47号 中学校教科書協議会への諮問内容について (資料1)

「八の釜の湧き水」と憩いの森の消失に関する陳情について

〔継続審議〕

災害時と放射能対策に関する陳情書〔継続審議〕

子ども達を放射能汚染、特に内部被曝から守るための陳情書

〔継続審議〕

都市計画道路補助135号線の整備計画（素案）の抜本的見直し

を求める陳情〔継続審議〕

都市計画道路補助第135号線整備計画（素案）の撤回を求める

陳情〔継続審議〕

特別支援学級での肢体不自由児への対応を求めることについて

〔継続審議〕

情緒障害等通級指導学級での指導の存続と情緒障害児教育の充

実・発展を求める陳情〔継続審議〕

区立小中学校への「学校司書」配置を求める陳情書〔継続審議〕

大泉第二中学校の教育環境保全に関する陳情〔継続審議〕

大泉南小学校の教育環境保全に関する陳情〔継続審議〕

学校情報化施策の更なる推進に関する陳情書〔継続審議〕

旭丘・小竹地区における新たな小中一貫教育校の設置について〔継続審議〕

小学校の学級編制の標準の引下げについて （資料2）

温度計付き自動アルコール噴霧器の配備について （資料3）

指定管理者との協定締結について （資料4）

指定管理者との協定締結について （資料5）

指定管理者との協定締結について （資料6）

 令和２年度に支給した臨時特別給付金および３年度に支給する特別給付金について （資料7）

 午前10時00分から
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議案第４７号 

 

 

 中学校教科書協議会への諮問内容について 

 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

 令和３年５月１４日 

 

    提出者 教育長  河 口  浩 

 

 

 

 中学校教科書協議会への諮問内容について 

 

 

 

 このことについて、別紙のとおり諮問（案）を提出するものとする。 

 



３練教教指第 504 号 

 

 

教 科 書 協 議 会 

 

                                          

区立中学校で令和４年度から使用する教科用図書の採択に係る調査研究について、

「練馬区立学校教科用図書採択要綱」および「練馬区立学校教科用図書採択要綱事務

施行細目」に基づき、下記のとおり諮問します。 

 

 

  令和３年５月１４日 

 

 

                        教 育 委 員 会 

 

                   記 

１ 件名 

令和４年度から使用する中学校教科用図書の採択に係る調査研究 

２ 答申期限 

  令和３年７月２１日 

３ 諮問する教科用図書 

中学校用 社会（歴史的分野） 

４ 留意事項 

(1) 平成２９年３月告示「中学校学習指導要領」に示された、各教科・分野の「目

標」等を勘案し答申すること。 

(2) 調査委員会に、教科用図書についての調査研究を依頼し、その内容を調査・整

理したうえで、答申すること。 

(3) 教科用図書の採択にあたっては、以下の事項に留意すること。 

① 内容 

ア 単元、教材および学習ポイントが的確であること 

イ 生徒の興味、関心を引き出す内容が選択されていること 

ウ 資料が厳選され、新しく、正確であること 

エ 本地域の実態と合致した内容であること 

② 構成、配列および分量 

ア 単元および教材などが系統的に配列されていること 

案 



イ 各学年の発達段階を考慮した教材配列がなされていること 

ウ 単元および教材などの内容の精粗および分量が適切であること 

③ 表記 

ア 各学年の発達段階を考慮し、一貫性があり、簡明な記述がなされていること 

イ 図形、写真、表およびグラフ等の資料や素材の取扱いが的確であること 

ウ 文字の大小および多色刷り等の読みやすい工夫がなされていること 

④ 使用上の便宜 

ア 印刷製本が堅固で、使いやすさが工夫されていること 

イ 単元および内容の見開き、巻頭および巻末の資料、ならびに索引等の取扱い

が的確であること 







                                

令和３年５月 14 日 

                                 教育振興部保健給食課  

教育振興部光が丘図書館 

                

温度計付き自動アルコール噴霧器の配備について 

  

区立小中学校および区立図書館における新型コロナウイルス感染予防対策として、温度計

付き自動アルコール噴霧器を下記のとおり配備する。 

 

                   記 

 

１ 配備する温度計付き自動アルコール噴霧器 

(1) 仕様 

ア 本体サイズ:高さ 160cm～180cm×幅 34cm×奥行 30cm 

イ 重さ：約７kg 

ウ 材質：アルミ合金 

(2) 自動アルコール噴霧器 

手をかざすと赤外線センサーが機器から 10cm 以内の範囲を検出 

し、直接手を触れずにアルコール消毒液が自動噴霧される。 

 

 

 

 

 

 

                                                                

２ 配備台数 

(1) 区立小中学校 各校１台 

(2) 区立図書館  ①利用者出入口が２か所ある光が丘・貫井・南田中図書館は２台 

         ②上記以外の９図書館、１分室は各１台 

 

３ 配備日 

(1)区立小中学校 令和３年４月 21 日（水） 

(2)区立図書館  令和３年４月 28 日（水） 

 

４ 活用について 

(1)区立小中学校 来校者の感染予防対策として使用するとともに、学校内での各行事や災

害時の避難場所での感染予防対策としても活用する。 

(2)区立図書館  利用者の感染予防対策に使用するとともに、図書館主催事業の参加者の 

感染予防対策としても活用する。 

 

   

 

 

 

(3)温度計 

機器から５cm 程度の距離で額を近づけて体表温度を計測する。   

（計測時間は約 0.5 秒） 



令和３年５月 14 日 

教育振興部保健給食課 

 

 

指定管理者との協定締結について 

 

１ 施設名および指定管理者名 

施設名 指定管理者名 

練馬区立軽井沢少年自然の家 
軽井沢フード株式会社 

代表取締役 塩川 博俊 

練馬区立武石少年自然の家 
一般財団法人 上田市地域振興事業団 

理事長 井上 晴樹 

 

２ 指定の期間 

  令和３年４月１日から令和８年３月 31 日まで 

  ※両施設とも再指定 

 

３ 基本協定および年度協定 

 ⑴ 軽井沢少年自然の家・・・基本協定（１～16 ページ）、年度協定（17～18 ページ） 

 ⑵ 武石少年自然の家・・・・基本協定（19～34 ページ）、年度協定（35～36 ページ） 

 

 

 

 

 

 





















































































































 

                             令 和 ３ 年 ５ 月 1 4 日          

こども家庭部子育て支援課 

 

 

 

指定管理者との協定締結について 

 

 

１ 施設名および指定管理者名 

施設名 指定管理者名 

練馬区立東大泉児童館 

練馬区立東大泉児童館学童クラブ 

練馬区立東大泉児童館第二学童クラブ 

株式会社ウィッシュ 

サポート部 部長 森  清 

練馬区立平和台児童館 公益財団法人児童育成協会 

理事長 鈴木 一光 練馬区立平和台児童館学童クラブ 

 

２ 指定の期間 

  令和３年４月１日から令和８年３月 31 日まで 

 

３ 基本協定および年度協定 

（１） 練馬区立東大泉児童館、練馬区立東大泉児童館学童クラブおよび練馬区立東大泉児

童館第二学童クラブ 

基本協定（１～16 ページ） 

練馬区立東大泉児童館における年度協定（17～18 ページ） 

練馬区立東大泉児童館学童クラブにおける年度協定（19～20 ページ） 

練馬区立東大泉児童館第二学童クラブにおける年度協定（21～22 ページ） 

（２） 練馬区立平和台児童館および練馬区立平和台児童館学童クラブ 

基本協定（23～38 ページ） 

練馬区立平和台児童館における年度協定（39～40 ページ） 

練馬区立平和台児童館学童クラブにおける年度協定（41～42 ページ） 























































































 

令 和 ３ 年 ５ 月 1 4日 

こども家庭部子育て支援課 

 

 

令和２年度に支給した臨時特別給付金および 

３年度に支給する特別給付金について 

 

 令和２年度に支給した臨時特別給付金の支給実績および令和３年度に支給予定の特別給

付金について、下記のとおり報告する。 

 

 

記 

 

１ 令和２年度に支給した臨時特別給付金 

 

(1) 子育て世帯への臨時特別給付金（国の支援） 

 支給件数 45,754 件 支給総額 71,808 万円（児童１人１万円） 

 

(2) ひとり親家庭への臨時特別給付金（区独自の支援） 

 支給件数 3,566 件  支給総額 17,830 万円（１世帯５万円） 

 

(3) ひとり親世帯への臨時特別給付金（国の支援） 

① １回目 

 ア 基本給付（１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円） 

    a 児童扶養手当受給者 支給件数 3,601件  支給総額 22,970万円 

  b 公的年金受給者   支給件数   166件  支給総額  1,061万円 

  c 家計急変者     支給件数   339件  支給総額  2,142万円 

 イ 追加給付（上記アのaまたはbのうち家計急変者、１世帯５万円） 

  支給件数 1,918件  支給総額 9,590万円 

② ２回目＜基本給付の再支給＞（１世帯５万円、第２子以降１人につき３万円） 

 支給件数 4,106件  支給総額 26,173万円 

 



 
 

２ 令和３年度に支給する特別給付金 

【低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金】 

 

(1) 実施概要 

   新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子育て世帯に対

し、その実情を踏まえた生活の支援を行う観点から、子育て世帯生活支援特別給付金

を支給する。 

 

(2) ひとり親世帯 

① 支給対象者 

ア 令和３年４月分の児童扶養手当が支給される方（約3,700世帯） 

イ 公的年金給付等を受けていることにより児童扶養手当の支給を受けていない方 

ウ 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変するなど、収入が児童扶

養手当を受給している方と同じ水準になっている方（家計急変者） 

② 支給額 

児童１人当たり一律５万円 

③ 申請について 

    ア 上記①ア   ⇒ 申請は不要。（案内は５月上旬送付予定） 

    イ 上記①ア以外 ⇒ 申請が必要。（申請書は準備が整い次第送付） 

④ 支給時期 

   ア 上記①アについては、５月中旬以降、児童扶養手当登録口座に振り込む。 

   イ 上記①ア以外は、申請を受付・審査した後、順次指定口座に振り込む。 

⑤ 区民への周知 

   区報、区ホームページ、対象と思われる方への個別送付など 

⑥ 経費 

   約４億円。全額国庫負担（補助率10/10）。補正予算に計上予定 

 

(3) ひとり親世帯以外の子育て世帯 

① 支給対象者 

ア 対象はひとり親世帯分以外の住民税非課税の子育て世帯 

イ 対象児童の範囲は児童扶養手当受給者と同じ（18歳に達する日以後の最初の３

月31日までの間にある児童（障害児の場合は20歳未満）） 

  ② 今後の予定 

   今後、国が具体的な制度設計を行い、直近の所得情報の判明以降可能な限り早期

に、申請に基づき支給 


